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協 会 事 業協 会 事 業
 

インターオプト’08 特集 
－ 注目される光新技術とレーザ，フォトニクス，光デバイス製品の国際技術展示会 － 

 
会 期: 2008 年 9 月 10 日（水）～ 12 日（金）10: 00～17: 00 

会 場: 幕張メッセ国際展示場（千葉県千葉市 http://www.m-messe.co.jp/ ） 
 
 
 

インターオプト 開催３０周年記念講演 
会 場: 国際会議場コンベンションホール 

（WEB サイト事前登録制 http://www.oitda.or.jp ） 
 
9 月 10 日（水）12: 30～13: 30 

やれば，できる。 

財団法人平成基礎科学財団 理事長，東京大学 特別栄誉教授，ノーベル物理学賞受賞者 
小柴 昌俊 氏 

 
概 要: ノーベル物理学賞受賞の基となった，カミオカンデによるニュートリノの検出など，本気でやれば

できるということを，いくつかの個人的実例について講演。 
 
 
 
9 月 11 日（木）13: 30～14: 30 

光技術の将来 

浜松ホトニクス株式会社 代表取締役会長 兼 社長 
晝馬 輝夫 氏 

 

概 要: 光技術の進歩は目覚ましく，例えば，レーザーの開発は，工業分野で各種加工に革新的な技術をも

たらしている。光子はボーズ粒子のため，多数集まって強力なレーザーを可能にする。高出力・高

機能化が進めば，安全で世界最低コストのレーザー核融合発電，レーザー植物工場，有機合成化学，

物質改変などにより，わが国独自の工業用原材料供給の可能性がある。人類にとって価値のある新

しい産業を，わが国から世界へ発信したい。 
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’07 受付風景 

 

’07 セミナー風景 
 

 インターオプト (International Optoelectronics Exhibition) は今年 開催 30 周年を迎え，新たなスター

トの節目とし，「新しい技術開発の成果を発表する場」をテーマに恒例の国際技術展示会を開催する。記念講

演では，ノーベル物理学賞受賞者の小柴 昌俊氏と光技術・産業に造詣が深く歴史を知る方として晝馬 輝夫

氏の両名をお招きし講演頂く。 

当協会が主催し（共催: フジサンケイ ビジネスアイ），経済産業省，日本貿易振興機構，日本科学技術振

興財団，財団法人 対日貿易投資交流協会，在日米国大使館 商務部，駐日英国大使館 商務部，フランス大使

館 経済部，在日ドイツ商工会議所，スイス大使館の後援，社団法人 応用物理学会，社団法人 計測自動制御

学会，社団法人 精密工学会，社団法人 電気学会，社団法人 電子情報通信学会，情報通信ネットワーク産業

協会，社団法人 日本電機工業会，社団法人 電子情報技術産業協会，社団法人 電線工業会，IEEE / Lasers and 
Electro- Optics Society(IEEE/LEOS: 米)，Optical Society of America (OSA: 米)，The International 
Society for Optical Engineering (SPIE: 米)，Optoelectronics Industry Development Association (OIDA: 
米) の協賛を得て開催する。 
光の技術展示会として，出展品目は光関連材料から光応用システムまで幅広い分野の展示会であり，光技

術の応用や光産業の広がりとともに，出展社分野には，裾野の広がりが見られる。海外からの出展も，広範

囲にわたる技術・情報の交流が期待され，最先端の製品に触れ，開発状況を知ることができる。 
出展品目は，光関連材料／光素子・部品／光機器・装置／光応用システム／光産業関連，分野もレーザ加

工・生産，光通信・WDM，光計測，光入出力，その他光産業の最新技術の機器装置及び関連部品が一堂に

展示される。表2に今回の出展会社リストを，図1に会場レイアウトを示す。 
 
当協会の展示ブース【小間番号 11】では，協会が実施している各種事業を紹介する。また，当協会が推進

している国家プロジェクトの「次世代高効率ネットワーク推進機構」【小間番号 22】も出展し，プロジェク

トの研究開発成果の内容を展示する。また，当協会が開発を委託して昨年度開発を終了した『透過帯域幅／

波長独立可変フィルタ（santec 株式会社）』【小間番号 24-2】，『紫外レーザー加工用システム（株式会社清

和光学製作所）』【小間番号 19-7】，『SMF を用いた高輝度光凝固システム（株式会社ニデック）』【小間番号

19-8】を「注目される光技術展示ブース」で展示する。その他，「カタログディスプレイブース」は，毎年

多くの光関連企業が出品し，好評を得ている。 
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また，インターオプトは，海外からの出展，見学者も多く，同時に光技術動向セミナーを始めとする各種

セミナーの開催もあり，国際的な情報収集の場，質の高い技術交流の場である。（各種セミナーは登録制のも

のも含めすべて聴講無料。） 
 

図 1 会場レイアウト 

 

 

■ 光技術動向セミナー・光産業動向セミナー 

 協会に関連して開かれるセミナーは，初日の 9 月 10 日に光技術動向セミナー，2 日目の 11 日に光産業動

向セミナーの順に国際会議場コンベンションホールで開催される。講師は学会，産業界の第一線で活躍中の

方々で，非常に人気が高く，好評を得ている。各セミナーの概要は以下の通り。 
(1) 光技術動向セミナー 光技術各分野（光材料・デバイス，光メモリ・情報処理，ディスプレイ，光通信

ネットワーク，加工・計測，ヒューマンインタフェース，アグリフォトニクス，太陽光エネルギー）が講演

される。 
(2) 光産業動向セミナー 我が国光産業の生産額，産業構造等と共に，光産業各分野（光情報記録，入出力，

光情報通信，レーザ加工，ディスプレイ，太陽光エネルギー，センシング・計測）の最新動向が講演される。 
 
 

（競輪補助事業）
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光技術動向セミナー 2008 年 9 月 10 日（水） ●予稿集 なし

10:30～10:35 「主催者挨拶」 小谷 泰久 
財団法人 光産業技術振興協会 
専務理事 

10:35～11:05 「光材料・デバイスの最新動向」 

光材料・デバイスの分科会ではテラヘルツ域から中赤外域，光通信

用の近赤外域，可視域，紫外域までの技術動向を調査しており，当

日は各波長域におけるデバイス特性の進展（高出力化・高速化・小

型化など）や将来的な基盤技術，また未踏波長領域の進捗状況や

新しいアプリケーションなどについて紹介する。 

土屋 朋信 

株式会社 日立製作所 

中央研究所 

ナノエレクトロニクス研究部 

主任研究員 

11:05～11:35 「光メモリ・情報処理の最新動向」 

普及が進む青紫色半導体レーザを用いた光ディスクや，実現に向

けて技術開発が進む次世代光記録システムの最新の技術動向を，

これらの展開に必要不可欠な周辺技術や材料も含めて報告する。

また，IT 社会の進展の中で新たな展開を示し始めた光情報処理技

術の動向についても報告する。 

中野 隆志 

独立行政法人 産業技術総合研究所 

近接場光応用工学研究センター 

スーパーレンズ・テクノロジー研究チ－ム 

チーム長 

13:45～14:15 「ディスプレイの最新動向」 

携帯から TV までを席巻する LCD，大型テレビで競合する PDP，TV

に参入を始めたOLED，実用化の始まった電子ペーパー，3Dなど各

技術を取り上げるとともに，携帯電話にも搭載可能なマイクロプロジ

ェクターや，動画表示や消費電力などディスプレイの技術動向を報

告する。 

打土井 正孝 

パイオニア株式会社 

HBG PDP パネル開発統括部 

材料信頼性アドバイザー 

14:15～14:45 「光通信ネットワークの最新動向」 

2007年度に第2分科会で調査を行った光通信ネットワーク技術：「基

幹伝送システム」，「アクセスシステム」，「光ネットワーク制御」，「フ

ォトニックノード」，「光 LAN/インターコネクション」，「伝送用光ファイ

バ」，「標準化動向」に関する報告を行う。 

高良 秀彦 

日本電信電話株式会社 

未来ねっと研究所 

ﾌｫﾄﾆｯｸﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄﾈｯﾄﾜｰｸ研究部  

ネットワーキング方式研究グループ 

主任研究員 

14:45～15:15 「加工・計測の最新動向」 

2007 年度に第 6 分科会（加工・計測）で調査を行った光源技術：「パ

ルスファイバーレーザ」，「ファイバーレーザの海外動向」，「高出力

半導体レーザ」，加工技術：「EUV リソグラフィ」，計測技術：「光バイ

オプシー」，「画像計測による外観検査の最新技術」に関する報告を

行う。 

藤田 雅之 

財団法人 レーザー技術総合研究所 

レーザー加工計測研究チーム 

主任研究員  

15:15～15:45 「光技術応用ヒューマンインタフェースの最新動向」

光技術をベースとしたヒューマンインタフェース技術（主に入出力技

術）のうち，イメージセンサ，デジタルカメラ光学系などのデバイス技

術，防災，バイオメトリクス，ユビキタスインタラクション，エンターテ

インメントなどへの応用，さらに知的生産性と環境照明などの最新

動向を報告する。 

宮下 隆明 

株式会社 リコー 

グループ技術開発本部 

グループ技術企画室 

シニアスペシャリスト 

15:45～16:15 「アグリ・フォトニクスの最新動向」 

人工的に制御された環境において植物生産を行う「新しい農業」に

ついて，光産業技術の観点から現状を俯瞰し，将来への方向性を

示す。特に，植物の光合成や光形態形成を科学的に解明し，植生

現象を人為的に制御し安定した周年供給と安全な食糧供給を目指

す「植物工場」に注目する。本報告では，近年の動向ととして，製薬

などを目指した高付加価値生産への挑戦について報告する。 

岩井 俊昭 

東京農工大学 

大学院生物システム応用科学府  

教授 

16:15～16:45 「太陽光発電の最新動向」 

太陽光発電関連技術の最近の動向について昨年の動きを中心に

概観する。単結晶系（シリコン，III-V 族)，薄膜系（シリコン，

CuInGaSe2，CdTe），従来にない新しいプロセス（非真空，印刷など）

や新しい概念（量子ドット）の太陽電池についてそれぞれ紹介する。

大下 祥雄 

豊田工業大学 

大学院工学研究科 

半導体研究室  

准教授 
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光産業動向セミナー 2008 年 9 月 11 日（木） ●予稿集 あり

10:30～10:35 「主催者挨拶」 小谷 泰久 
財団法人 光産業技術振興協会 

専務理事 

 

10:35～11:05 「光産業の最新動向」 

2007 年度の光産業の国内生産額は好調なデジタルカメラ等の牽引

によって前年度比 4.0％増の 8 兆 1795 億円に達し，昨年に引き続き

過去最高を記録する見通しである。また，08 年度も 6.4％増の 8 兆

7042 億円と拡大基調が持続すると予測しており，デジタル化の進展

を背景に光産業の生産規模は今後も着実に膨らむ見通しである。 

石田 宏司 

千歳科学技術大学 

大学院 

光科学研究科長 

 

11:05～11:35 「光情報記録分野の最新動向」 

光ディスクを中心とした情報記録媒体及び記録再生装置の国内生

産・市場動向に関して，光産業技術振興協会の情報記録調査専門

委員会による調査・分析結果を報告すると共に，昨年度後半より急

速に市場が拡大しつつあるブルーレイディスク関連の動向，将来展

望について言及する。 

五十嵐 修一 

ソニー株式会社 

ケミカル＆エナジー事業部 

ディスク＆メモリーデバイス事業部 

OM 商品開発部 

担当部長 
11:35～12:05 「入出力分野の最新動向」 

光産業全体における入出力装置の位置づけと国内生産額構成推移

を概観するとともに，光学式プリンタ，光学式 MFP/デジタル複写

機，デジタルカメラ，デジタルビデオカメラなど各製品ごとの生産動

向とトレンドを振り返り，今後の方向を展望する。 

上田 歳彦 

コニカミノルタ  

ビジネステクノロジーズ株式会社 

機器開発本部 画像技術開発部 

第 3 開発グループ 課長 

12:05～12:35 「光情報通信分野の最新動向」 

2007 年度の光産業の国内生産額は好調なデジタルカメラ等の牽引

によって前年度比4.0 ％増の8兆1795億円に達し，昨年に引き続き

過去最高を記録する見通しである。また，08 年度も 6.4 ％増の 8 兆

7042 億円と拡大基調が持続すると予測しており，デジタル化の進展

を背景に光産業の生産規模は今後も着実に膨らむ見通しである。 

山林 由明 

千歳科学技術大学 

グローバルシステムデザイン学科 

教授 

 
14:45～15:15 「レーザ加工分野の最新動向」 

加工分野の動向調査は，医療用及び材料加工用レーザ装置から構

成されていている。医療用レーザは歯科，外科，眼科など医療分野

ごとに，材料加工用レーザは炭酸ガス，固体，エキシマなどレーザ

の種類別に分類している。調査内容は，加工装置の国内生産額の

推移，分野別シェア，技術動向とその分析である。 

新井 武二 
中央大学 

研究開発機構 

教授 

15:15～15:45 「ディスプレイ分野の最新動向」 

2008年度のディスプレイ装置の国内生産額は1兆3千億円，前年度

比 8.3 %増，ディスプレイ素子は 2 兆 1 千億円，前年度比 2.5 %増と予

測される。FPD の生産額の成長は，価格下落と数量増大のバランス

により鈍化傾向にある。国内・海外共に厳しい事業環境が続き，業

界再編の動きも顕著である。 

御子柴 茂生 
電気通信大学 

名誉教授 

 
15:45～16:15 「太陽光エネルギー分野の最新動向」 

洞爺湖サミットでは 2050 年対策が話題になり，IPCC の報告では

2100 年の地球の現状などが報告と警鐘を発している。100 年後は化

石燃料の枯渇も生じており，太陽エネルギーの活用が地球上の生

物の存在を左右する時代にきているといっても過言ではない。ここ

ではその手段としての太陽光発電の現状と今後の開発および動向

を中心に報告するとともに世界の太陽光発電事業の方向性につい

ても紹介する。 

田中 良 

株式会社 ＮＴＴファシリティーズ 

ソーラープロジェクト本部 

部長 

16:15～16:45 「センシング・計測分野の最新動向」 

光センシング機器は国内の自動車産業，半導体産業の好調と中国

を中心とした海外需要に支えられ，全体で 36.7 %増加した。成長率で

注目されるのは，火災・煙センサと赤外線カメラとその応用装置であ

る。光測定器は，世界的な FTTH サービスの発達により光通信分野

での需要が増加した。 

伊藤 雅英 

筑波大学 

大学院 

数理物質科学研究科 

電子物理工学専攻 

教授  
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■出展社セミナー 

 
出展各社が自社の最新技術・新製品を紹介するセミナーである。インターオプトの歴史と共に歩んできた

セミナーで，’08 年度は 6 テーマの講演が行われる予定である。（プログラムは表1参照）同時通訳付き。 
 

表 1 出展社セミナープログラム【会場: 特別会議室】

出展社セミナー’０８

９／１０（水）

[概　要]

[概　要]

[概　要]

９／１１（木）

[概　要]

[概　要]

[概　要]

15:00～15:50 高信頼性を実現するコヒレント社製高出力レーザダイオードの最新ラインナップ
中里　健治／コヒレント・ジャパン株式会社 産業用レーザセールスグループ

コヒレント社の高出力レーザダイオードは，AAA  (Aluminum-free Active Area) 活性層構造
により，長寿命を実現し，各種レーザ励起，メディカル応用，ダイレクトマテリアルプロ
セス用で幅広く採用されています。本講では，最新のパッケージや高輝度製品を含むライ
ンナップをご紹介致します。

12:00～12:50 屈折型，回折型マイクロオプテイックスの応用に於ける技術的可能性

ウッベ ウェルッシェ／イエナオプティック LOS社

マイクロオプテイックは，UVから遠赤外までの広いスペクトル範囲で ビームシェーピン
グ，ホモジナイジング，ビームスプリッター，等の光学素子を作り出す新しい技術です。
高密度のマイクロレンズアレー (MLA)，回折型光素子 (DOE) は半導体製造過程，レー
ザー加工，ヘルスケア＆ライフサイエンスの分野で色々な応用が考えられています。より
高いダメージ閾値，より広い波長範囲，およびより高い効率への高まる需要は，マイクロ
オプチックスの光学構造をより小さく複雑にしようとしています。我々は多くのアプリ
ケーションと我々のソリューションを通してマイクロオプチックステクノロジーの概要を

11:00～11:50 JDSU社のシングルエミッター半導体レーザの最新動向とアプリケーション

フランク リーベリッヒ／ジェイディーエスユニフェーズ株式会社

JDSU社の高信頼性・高輝度シングルエミッター半導体レーザの最新動向とアプリケーショ
ンの紹介

15:00～15:50 コヒレント社製産業用全固体レーザ最新ラインナップとその応用
山崎 達三／コヒレント・ジャパン株式会社 産業用レーザセールスグループ

コヒレント社は，独自の技術を用いて装置組込用に適応する連続発振，及びパルス発振の
全固体レーザを数多くラインナップしています。本講では，注目の短パルス（ピコ秒）発
振レーザを含む最新の製品，及びその応用例に関してご紹致します。

14:00～14:50 産業用品質の高出力半導体レーザ
　　　　　　　　　　　　ヨハネス ウォルフ／イエナオプティックレーザダイオード

産業用途では高い信頼性と生産性が求められます。本セミナーではイエナオプティック
レーザダイオード社製高出力半導体レーザ製品の紹介と品質について解説します。

●テーマ，講師については変更する場合がございます。

11:00～11:50 超精密5軸ナノ加工機「FANUC ROBONANO α-OiB」
河合 知彦／ファナック株式会社

超精密5軸ナノ加工機「FANUC ROBONANO α-OiB」の特徴と加工事例について

会場：特別会議室

●入場無料 ●事前登録なし ●先着順
●同時通訳付
●最新技術，応用技術事例の紹介
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表 2 出展社リスト          （50 音順，左側数字は小間番号） 
あ 

76 

46 

50 

72 

67 

12-6 

10 

60 

58 

65 

21 

62 

66 

49 

19-6 

4 

33 

24-3 

64 

25 

42 

19-3 

12-9 

66 

66 

IEEE レーザーズアンドエレクトロ オプティクスソサエティー 

アクター リミテッド 

（株）アド・サイエンス 

アドコム・メディア（株） 

（株）イーエクスプレス 

イーラムダネット（株） 

イエナオプティック レーザダイオードジャパン（株） 

五鈴精工硝子（株） 

井原技研貿易（株） (福州晶体技術) 

（株）いわき 

（株）インデコ 

ウェーブレング ステクノロジー シンガポール社 

エス・ピー・アイ・イー 

エドモンド・オプティクス・ジャパン（株） 

（株）エレクトラ 

オーシャンフォトニクス（株） 

（株）オキサイド (SWING) 

沖電気工業（株） 

オプティカル ソサエティー オブ アメリカ 

（株）オプトサイエンス 

オプトシリウス（株） 

（株）オプトデザイン 

（株）オプトデバイス研究所 

（株）オプトロニクス社 

（株）オプトロニクス社オプトキャリア事業部 
か 

24-6 

34 

71 

10 

61 

48 

70 

73 

59 

27 

カシオ計算機（株） 

カシックス社 

韓國光産業振興會 

カンタムエレクトロニクス（株） 

兪徳原料科技（株） 

（株）グラビトン 

（株）工業通信 

（財）光電科技工業協進會 

コバレントマテリアル（株） 

コヒレント・ジャパン（株） 

さ 
19-10 

29 

55 

14 

24-2 

19-4 

28 

20 

19-5 

12-2 

54 

39 

43 

33 

24-4 

41 

19-7 

12-10 

24-5 

サイバーレーザー（株） 

サン インスツルメント（株） 

（独）産業技術総合研究所 光技術研究部門 

三協興産（株） 

santec（株） 

シーシーエス（株） 

ジェイディーエスユニフェーズ（株） 

シグマ光機（株） 

静岡大学 工学部 

シチズンホールディングス（株） 

（株）島津製作所 

昭和オプトロニクス（株） 

伸興電線（株） 

（株）SWING 

住友電気工業（株） 

駿河精機（株） 

（株）清和光学製作所 

（株）ゼオシステム 

先端フォトニクス（株） 

た 
37 

16 

68 

74 

タレスレーザー（株） 

（株）ティー・イー・エム 

（株）電子ジャーナル 

（株）電波新聞社 

47 

19-6

12-8

24-1

東海光学（株） 

東京工業大学 

（株）東芝 

（株）トリマティス 

な 
23 

12-4

35 

19-8

53 

51 

77 

12-5

 

57 

30 

30 

56 

NPO 法人 ナノフォトニクス 工学推進機構 

奈良先端科学技術大学院大学 

（株）ニコンエンジニアリング 

（株）ニデック 

日本アールソフトデザイングループ（株） 

日本カンタム・デザイン（株） 

日本工業出版（株） 

日本女子大学理学部小舘研究室 

（株）Photonic System Solutions 

日本真空光学（株） 

（株）日本レーザー 

ニューフォーカス 

（株）ニューメタルス エンド ケミカルス コーポレーション 

は 
44 

8 

6 

1 

19-2

5 

31 

11 

22 

32 

17 

12-3

63 

52 

66 

40 

58 

19-9

36 

19-1

12-7

3 

7 

ハイソル（株） 

伯東（株） 

（株）ハナムラオプティクス 

浜松ホトニクス（株） 

パルステック工業（株） 

ピーアイ・ジャパン（株） 

（財）光科学技術研究振興財団 

（財）光産業技術振興協会 

（財）光産業技術振興協会 次世代高効率ネットワーク推進機構 

学校法人光産業創成大学院大学 

光貿易（株） 

（株）ヒキフネ 

（株）日立ハイテクノロジーズ 

ファナック（株） 

フォトニクス・スペクトラ 

フォトンリサーチ（株） 

福晶科技股份有限公司 

（株）フジクラ 

プネウム（株） 

古河電気工業（株） 

ブレインビジョン（株） 

プレサイスゲージ（株） 

（株）堀場製作所 

ま 
45 

9 

26 

（株）マブチ・エスアンドティー 

三鷹光器（株） 

メレスグリオ（株） 
や・ら・わ 

38 

2 

13 

67 

69 

15 

18 

67 

12-1

山本光学（株） 

ユアサエレクトロニクス（株） 

（株）ユニタック 

ライトウェイブ 

（株）ライトストーン 

（株）理研オプテック 

（株）ルミネックス 

レーザ フォーカス ワールド 

（株）渡辺製作所 

カタログディスプレイブース 
75 カタログディスプレイブース 
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特別企画展示・セミナー 

■注目される光技術展示ブース・注目される光技術セミナー  （一部競輪補助事業） 

光技術の最新情報が集まる光協会の強みを生かして，今年も特別展示とセミナーを企画した。昨年よりス

タートした「注目される光技術展示コーナー」は，規模を拡大し，「注目される光技術セミナー」は，更に内

容を充実させた。これらの展示・セミナーの案件は，光協会の光技術動向調査委員会からの推薦と，光協会

が公募しているベンチャー企業を対象とした技術開発プロジェクトから選出した。光協会では，「技術を前面

に出した展示会とする」というコンセプトの下，各分野で注目されている技術にスポットを当てた。ここで

紹介する26の展示ブースと22のセミナーの内容は，今後新たな光産業を牽引するものと多いに期待される。 
 
 

表 3 注目される光技術展示ブースの内容 

小間番号 展 示 内 容 会 社 名 光 技 術 分 野 

12-1 光ファイバセンシングシステム；DWPR 株式会社 渡辺製作所 センシング・計測 

12-2 強誘電体液晶を用いたタグ表示 シチズンホールディングス株式会社 ディスプレイ 

12-3 メタライズファイバ 株式会社 ヒキフネ めっき 

12-4 ＥＬによる太陽電池欠陥評価 奈良先端科学技術大学院大学 太陽電池 

12-5 光位相計測・自動顔認識・動画像識別システム 
日本女子大学 理学部 小館研究室 

株式会社 Photonics System Solutions 
情報記録 

12-6 ハイビジョン・光ＬＡＮシステムと関連機器 イーラムダネット株式会社 情報通信 

12-7 CMOS，CCD カメラシステム ブレインビジョン株式会社 センシング・計測 

12-8 LED 発光面にナノ凹凸構造作成 株式会社 東芝 LED 

12-9 反射型ＬＥＤ応用製品及び新製品 株式会社 オプトデバイス研究所 LED 

12-10 宣伝広告効果測定システム 株式会社 ゼオシステム LED 

  

19-1 ファイバレーザ，可視光レーザ 古河電気工業株式会社 レーザ加工 

19-2 回転型ナノ加工装置 パルステック工業株式会社 レーザ加工 

19-3 高輝度 LED を用いた直下型フラット照明技術 株式会社 オプトデザイン ディスプレイ 

19-4 植物工業用光源 シーシーエス株式会社 LED 

19-5 次世代高密度光メモリの開発とその周辺技術 静岡大学 工学部 情報記録 

19-6 マグネシウムによる新エネルギーサイクル 
東京工業大学 

株式会社 エレクトラ 
レーザ 

19-7 266 nm 紫外レーザー加工用光学システム 株式会社 清和光学製作所 レーザ加工 

19-8 オレンジファイバーレーザー光凝固装置 株式会社 ニデック レーザ加工 

19-9 ファイバレーザと関連光ファイバ技術 株式会社 フジクラ レーザ加工 

19-10 フェムト秒レーザー搭載高速ガラスダイサー サイバーレーザー株式会社 レーザ加工 

  

24-1 High-speed VOA, Level Controller, EDFA 株式会社 トリマティス 情報通信 

24-2 空間変調型スペクトル可変光フィルタ santec 株式会社 情報通信 

24-3 次世代アクセスＰＯＮ装置 沖電気工業株式会社 情報通信 

24-4 FTTH 光配線の新技術 住友電気工業株式会社 情報通信 

24-5 埋込型光配線プリント基板－80Gpbs 達成 先端フォトニクス株式会社 情報通信 

24-6 光空間通信 カシオ計算機株式会社 情報通信 
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株式会社 渡辺製作所 【12-1】 

渡辺製作所では擬似ランダム符号相関方式 (PNCR) をコアとして，非常に安価でありながら外乱に強く

高精度な新しいファイバセンシングシステムを開発しています。プッシュプルレシオメトリックな検出方式

により FBG をはじめ新原理のセンサヘッドを対象に，温度，歪，圧力，変位など多様な物理量を多点同時

観測します。可能性検証を終え本格的な事業化に向けビジネスパートナを求めています。 
主な出展品目 

・ BOF センサ: FBG に代わるファイバ端面多層膜センサ (BPF On Fiber-end) 

・ PNCR / OTDR: PNCR による OTDR プラットフォーム 

・ DWPR / PNCR: BOF を対象とした 2 波長プッシュプル方式インタロゲータ 

・ DT3R / PNCR: FBG を対象にした多点同時インタロゲータ 

・ デジタルエンジン: 方式共通のデジタルボード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シチズンホールディングス株式会社 【12-2】 

強誘電性液晶を用いた低消費電力型ドット型液晶モジュールと電子ペーパ (E–ink) を用いたセグメント

型低消費電力型ディスプレイの展示を行います。その他，他社では見られない特徴ある液晶モジュールの展

示を予定しています。 
 

 

10



 
 

インターオプト’08 特集                       オプトニューズ電子版 Vol.2, No.4 (2008) 

協 会 事 業協 会 事 業

株式会社 ヒキフネ 【12-3】 

弊社は，めっき専業者として創立 75 周年を迎え，10 年前から独自に石英ファイバへのめっきに取り組ん

できました。増幅器・変調器等のモジュールへの接合時には気密性の高いはんだ接合が主流になっています。

はんだは，樹脂に比べて高温下の使用に際して長期間劣化がなく，安定性に優れているというメリットもあ

ります。そのはんだ接合の下地として光ファイバにめっきを施したメタライズファイバの需要が急増してお

り，弊社はメタライズファイバのトップサプライヤとして，国内の機器ベンダよりその品質とキャパシティ

において確かな信頼を寄せられております。めっき長範囲のご指定，中間めっき，テープファイバへのめっ

きなど技術的に難しいとされるご相談に応じます。 

 

  

Ni-P 

Ni

Au 

ガラスファイバ 

 
 走査イオン顕微鏡 

奈良先端科学技術大学院大学 【12-4】 

エレクトロルミネセンスによるシリ

コン太陽電池の機能評価 

結晶系シリコン太陽電池に順方向に

電流を注入すると，近赤外光を放出

します（エレクトロルミネセンスと

呼ばれる）。その強度の面分布を画像

として撮影し，解析することに世界

で初めて成功しました。開放端電圧

や変換効率等太陽電池としての基本

特性を高速，簡便に診断できます。

ウエハーレベルの単体素子から大面

積モジュールまで様々な大きさの太

陽電池に対応可能です。さらに，基

板クラックや電極断線などプロセス

誘起欠損のその場，実時間検出が可能となり，マスプロダクションプロセスにおけるインラインモニタリン

グ技術として，製品の歩留まりや信頼性の向上に大きく寄与すると期待されます。 

Ａｕめっき 

ガラスファイバ 

被覆 

1 ㎛ 
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日本女子大学理学部小舘研究室 株式会社 Photonic System Solutions 【12-5】 

Photonic System Solutions 社は光技術を利用した計測システムや光デバイスや，光コンピューティング

を基盤とした情報処理システムに関する開発・ライセンシング・コンサルティングを行っています。たとえ

ば光導波路やグレーティング，生体細胞などの内部構造を解析するために，これまで測定の困難であった微

小領域の屈折率測定を高精度（空間分解能 2 μm 以下，光路長差 1 nm）に測定できる光位相計測システム

および測定サービスを安価にて提供しています。また，超高分解能ホログラフィックグレーティングの設計

と作製を，可視光から 2 μm の赤外領域までの高範囲の波長で行っています。また，顔の検出から認識まで

自動の顔認識システムや，平均顔作成システムを ASP 型として提供しています。また，動画・画像識別シ

ステムを提供しており，すでに数社が導入し，良好な評価結果を得ています。 
 

イーラムダネット株式会社 【12-6】 

イーラムダネット株式会社は，2005 年創業以来，光 ICT 開発とその関連機器製品化販売を中心にした事

業展開をしています。特に，大学や製造企業との密接な連携プレーにより次世代に役立つ光ローカルネット

ワーク開発を進めるとともに，波長多重によるビジネス拡大を目指したエイトラムダフォーラムを開催し，

光技術交流活動も積極的に進めています。 
今回の展示では，SCOPE 支援による「安心安全に役立つ光ローカルネットワークと関連機器開発」によ

り得られたハイビジョン伝送機器を展示しています。非圧縮のハイビジョン伝送の実演展示もしますので是

非お立ち寄りください。 
主な展示内容は，以下の通りですが，最新情報は WEB: http://www.e-lambdanet.com/をご覧ください。 

光ネットワークインターフェースボックス ONIB: 非圧縮ハイビジョントランシーバ機能及び 1 ギガイーサ

を光波長多重にて送受信する端末。光源として，SFP 及

び選択波長 LD アレーを利用した 2 種類 
光ハブ装置 OHUB: 半導体増幅器 (SOA) を内蔵した 4 入力 4 出力の損失のない光ハブ装置 
短波長帯ハイビジョントランシーバ HD-OTR: POF などによりハイビジョンを送受信できる小型の装置 
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ブレインビジョン株式会社 【12-7】 

蛍光色素を用いた神経や心臓の生体活動の光学計測には 1 ％未満～数 ％の光量変化の検出が必要です。

一般的なイメージング装置では不可能なこの課題を，ブレインビジョンは世界的に稀な「高速読出し，高ダ

イナミックレンジ，低ノイズ」の装置を開発して高精度かつ容易に実現することで，世界中の主要な研究機

関の基礎研究に貢献しています。更に，このようなユニークな性能が注目され，近年では工業分野において

も各種装置内の検出器としても応用されています。 
 

 
MiCAM ULTIMA（CMOS カメラシステム）:  

毎秒 1 万コマ，信号／ノイズ比＝70 dB 
 
MiCAM02（CCD カメラシステム）:  

毎秒 1 千コマ，信号／ノイズ比＝60 dB 
 

 

 
 

株式会社 東芝 【12-8】 

 

 

13


























	インターオプト’08 特集
	インターオプト 開催３０周年記念講演
	小柴 昌俊 氏
	晝馬 輝夫 氏

	光技術動向セミナー・光産業動向セミナー
	出展社セミナー
	特別企画展示・セミナー
	注目される光技術展示ブース・注目される光技術セミナー
	株式会社 渡辺製作所 【12-1】
	シチズンホールディングス株式会社 【12-2】
	株式会社 ヒキフネ 【12-3】
	奈良先端科学技術大学 【12-4】
	日本女子大学理学部小舘研究室 株式会社Photonic System Solutions 【12-5】
	イーラムダネット株式会社 【12-6】
	ブレインビジョン株式会社 【12-7】
	株式会社 東芝 【12-8】
	株式会社 オプトデバイス研究所 【12-9】
	株式会社 ゼオシステム 【12-10】
	古河電気工業株式会社 【19-1】
	パルステック工業株式会社 【19-2】
	株式会社 オプトデザイン 【19-3】
	シーシーエス株式会社 【19-4】
	静岡大学工学部 【19-5】
	東京工業大学・株式会社エレクトラ 【19-6】
	株式会社 清和光学製作所 【19-7】
	株式会社 ニデック 【19-8】
	株式会社 フジクラ 【19-9】
	サイバーレーザー株式会社 【19-10】
	株式会社 トリマティス 【24-1】
	santec 株式会社 【24-2】
	沖電気工業株式会社 【24-3】
	住友電気工業株式会社 【24-4】
	先端フォトニクス株式会社 【24-5】
	カシオ計算機株式会社 【24-6】
	注目される光技術セミナー




